
集
会
は
地
本
歌
川
副
委
員
長

の
あ
い
さ
つ
で
開
会
、
主
催
者

の
地
本
大
沼
委
員
長
は
、
「
JR

で
は
本
州
三
社
で
ベ
ア
獲
得
、

三
島
・
貨
物
は
定
昇
の
み
。
地

本
は
職
場
か
ら
春
闘
を
構
築
す

る
た
め
、
大
衆
行
動
へ
の
組
織

の
5
割
参
加
と
一
人
一
要
求
を

集
約
し
、
現
場
長
へ
改
善
を
求

め
る
取
組
み
を
追
及
。
取
組
み

の
教
訓
点
と
反
省
を
出
し
合
い

次
の
闘
い
へ
活
か
そ
う
」
と
し
、

大
衆
行
動
と
そ
の
成
果
に
つ
い

て
確
認
を
求
め
た
。

ま
た
組
織
強
化
・
拡
大
に
つ

い
て
は
、
「
新
入
社
員
が
職
場

に
配
属
さ
れ
て
お
り
、
組
織
拡

大
の
取
組
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

行
動
す
る
こ
と
で
自
信
と
組
織

性
が
生
ま
れ
て
い
る
」
と
報
告

し
、
実
践
が
大
切
と
述
べ
た
。

最
後
に
憲
法
改
正
や
集
団
的

自
衛
権
行
使
容
認
の
動
き
な
ど

危
険
極
ま
り
な
い
政
治
情
勢
に

触
れ
、
護
憲
勢
力
の
結
集
と
拡

大
が
重
要
と
訴
え
た
。

エ
リ
ア
本
部
佐
藤
書
記
長
か

ら
経
過
・
情
勢
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
報
告
を
受
け
た
。

（
要
旨
二
面
掲
載
）

続
い
て
地
本
原
子
書
記
長
が
、

仙
台
地
本
の
春
闘
の
経
過
と
今

後
の
課
題
に
つ
い
て
提
起
し
全

体
討
論
に
入
っ
た
。

各
支
部
報
告

宮
城
県
支
部

山
田
書
記
長

▼
14
春
闘
。
一
人
ひ
と
り
が
参

加
す
る
春
闘
を
目
指
し
、
何
が

出
来
る
の
か
、
何
を
し
て
い
く

べ
き
か
を
明
確
に
し
、
現
場
で

の
話
合
い
も
取
り
組
ま
れ
た
。

▼
大
衆
行
動
等
。
東
北
総
決
起

集
会
や
仙
台
総
行
動
、
ま
た
前

段
の
早
朝
チ
ラ
シ
配
布
、
貨
物

門
前
チ
ラ
シ
配
布
（
3
月
10
〜

12
日
。
12
日
は
支
社
前
も
）
に

参
加
。
ま
た
3
月
13
〜
14
日
は

北
部
現
業
前
で
チ
ラ
シ
配
布
。

延
べ
人
数
で
は
過
半
数
の
組

合
員
が
何
ら
か
の
形
で
行
動
参

加
。
ベ
ア
要
請
及
び
ベ
ア
ゼ
ロ

に
対
し
抗
議
の
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ

キ
を
貨
物
会
社
に
発
送
。
東
北

支
社
に
は
抗
議
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
国
労

本
部
に
は
ス
ト
要
請
書
の
発
信
。

▼
3
月
7
日
東
北
総
決
起
集
会

で
の
エ
リ
ア
委
員
長
あ
い
さ
つ

で
、
初
め
か
ら
ス
ト
な
し
の
発

言
は
闘
う
姿
勢
が
問
わ
れ
る
。

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
話
は
事
前
か

ら
準
備
し
て
い
れ
ば
問
題
な
い

こ
と
。
貨
物
組
合
員
の
中
に
は

期
末
手
当
の
低
額
回
答
に
よ
り

住
宅
ロ
ー
ン
が
支
払
え
な
い
、

ま
た
子
供
の
進
学
を
諦
め
た
と

の
声
も
。
本
気
で
闘
う
姿
勢
を
。

▼
仙
台
分
連
協
を
中
心
に
、
新

採
配
属
日
に
北
部
現
業
前
で
チ

ラ
シ
配
布
行
動
を
実
施
。

▼
業
務
委
託
問
題
。
委
託
駅
が

間
も
な
く
60
駅
に
。
チ
ラ
シ
配

布
を
取
組
む
の
で
協
力
を
。

▼
支
部
の
取
組
み
。
6
月
28
日
、

被
災
者
を
励
ま
す
集
い
、
7
月

13
日
、
エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
組
合

員
激
励
交
流
会
。

仙
総
所
支
部

高
橋
書
記
長

▼
検
修
合
理
化
。
13
年
度
総
合

車
セ
業
務
改
善
に
対
す
る
見
極

め
交
渉
。
組
合
の
追
求
に
対
し
、

「
反
省
を
活
か
す
」
と
の
声
を

引
き
出
す
。

▼
14
年
度
業
務
改
善
提
案
を
受

け
、
支
部
業
務
部
長
会
議
で
解

明
要
求
を
作
成
、
郡
工
支
部
と

摺
り
合
わ
せ
し
交
渉
。
現
場
と

支
社
の
温
度
差
を
指
摘
す
る
も
、

逆
に
現
場
の
や
り
取
り
を
問
わ

れ
た
。
現
場
長
に
し
っ
か
り
伝

え
る
体
制
作
り
が
大
事
。

▼
14
春
闘
。
1
月
に
支
部
闘
争

委
員
会
を
設
置
し
一
人
一
要
求
、

春
闘
総
行
動
へ
の
参
加
、
現
場

長
要
請
行
動
、
機
関
紙
活
動
の

強
化
な
ど
決
定
。

▼
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
要
求
集
約

は
昨
年
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
。
課

題
は
労
働
条
件
改
善
に
向
け
ど

う
反
映
さ
せ
る
か
。

▼
現
場
長
要
請
。
支
部
は
総
務

課
へ
要
請
。
分
会
は
3
分
会
が

実
施
。
日
常
・
通
年
の
取
組
み

が
大
切
。

▼
学
習
会
・
大
衆
行
動
。
地
本

役
員
を
招
き
会
社
施
設
で
学
習

会
。
3
月
3
日
支
部
総
決
起
集

会
96
人
、
7
日
東
北
総
決
起
集

会
45
人
・
仙
台
総
行
動
41
人
が

参
加
。
3
工
場
交
流
会
も
開
催
。

通
常
2
日
に
渡
る
行
動
が
1
日

に
集
約
さ
れ
、
集
中
し
た
取
組

に
評
価
も
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
昨
年
、

待
望
の
加
入
が
。
日
常
の
仲
間

と
の
関
わ
り
合
い
の
大
切
さ
を

学
ん
だ
。
若
手
と
の
交
流
も
支

部
・
分
会
で
創
意
工
夫
し
た
取

組
み
を
行
う
。

福
島
県
支
部

郡
山
駅
連
小
椋
書
記
長

▼
14
年
春
闘
経
過
。
支
部
は
2

月
の
春
闘
討
論
集
会
で
①
組
合

員
の
生
活
実
態
に
根
ざ
し
た
要

求
の
作
成
、
②
労
働
条
件
改
善

を
柱
に
職
場
か
ら
春
闘
構
築
を

図
る
…
等
⑫
項
目
の
方
針
を
提

起
。
3
月
7
日
、
8
日
の
大
衆

行
動
に
も
精
力
的
に
取
組
ん
だ
。

5
月
10
日
、
支
部
の
全
分
会
・

全
班
交
流
集
会
を
開
催
し
春
闘

総
括
を
実
施
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
2
月
1

日
、
公
家
さ
ん
が
加
入
。
普
段

の
仲
間
の
関
わ
り
合
い
が
重
要
。

現
在
他
労
組
が
再
編
の
動
き
。

取
組
み
を
強
め
て
い
る
。

▼
新
規
採
用
者
獲
得
の
取
組
み
。

組
合
説
明
を
実
施
し
た
職
場
も

あ
る
が
厳
し
い
環
境
。

▼
放
射
能
問
題
。
支
部
は
放
射

能
対
策
委
員
会
を
立
上
げ
て
お

り
、
線
量
測
定
を
定
期
的
に
実

施
し
、
デ
ー
タ
を
基
に
交
渉
す

べ
く
取
組
み
を
継
続
中
。

▼
6
月
28
日
、
冬
期
対
策
振
り

返
り
交
流
会
を
予
定
。
除
雪
を

取
り
巻
く
職
場
環
境
を
中
心
に

議
論
す
る
予
定
。

山
形
県
支
部
新
庄
駅
連

若
野
執
行
委
員
長

▼
職
場
要
求
。
冬
期
間
は
除
雪

等
で
大
変
な
た
め
、
研
修
や
出

張
を
低
減
し
、
ま
た
年
休
が
取

れ
な
い
若
手
社
員
も
お
り
、
他

労
組
分
会
長
と
共
に
駅
長
と
話

合
い
を
持
っ
た
。
更
に
若
手
社

員
の
超
勤
の
慢
性
化
解
消
と
若

手
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
等
が

集
中
し
て
い
る
の
で
分
散
化
を

要
請
（
他
2
労
組
代
表
と
自
分

の
3
人
で
駅
長
と
話
合
い
）
。

労
働
条
件
の
改
善
は
難
か
し

い
が
、
設
備
・
環
境
改
善
は
進

ん
で
い
る
。

▼
各
種
行
動
。
春
闘
チ
ラ
シ
を

市
役
所
前
等
で
配
布
。
統
一
チ

ラ
シ
は
メ
ー
デ
ー
で
配
布
実
施
。

▼
新
採
対
応
。
着
任
日
に
若
手

の
勤
務
時
間
終
了
後
に
パ
ン
フ

等
を
渡
し
た
が
、
そ
の
後
独
身

寮
に
移
動
。
二
日
後
に
他
労
組

加
入
を
聞
い
た
。
組
合
の
ア
ピ
ー

ル
に
は
な
っ
た
。

▼
間
も
な
く
退
職
の
他
労
組
先

輩
か
ら
「
最
期
は
国
労
で
」
と

話
し
を
さ
れ
た
。
も
う
少
し
前

な
ら
…
。
こ
う
し
た
先
輩
は
ま

だ
い
る
と
思
う
。
働
き
か
け
を

強
め
た
い
。

郡
工
支
部

橋
本
執
行
委
員
長

▼
14
年
度
業
務
改
善
提
案
。
委

託
す
る
各
業
務
に
つ
い
て
7
月

教
育
、
10
月
実
施
の
内
容
。

2
月
小
集
会
を
開
催
し
議
論
。

解
明
交
渉
を
経
て
の
基
本
交

渉
で
は
、
合
理
化
に
伴
う
車
両

の
品
質
低
下
や
偽
装
請
負
、
出

向
の
強
要
等
の
問
題
、
外
注
化

業
務
の
問
題
点
を
追
求
。

▼
貨
物
格
差
。
旅
客
会
社
と
比

較
し
労
働
条
件
が
格
段
に
低
い

状
態
が
20
年
以
上
継
続
。
貨
物

郡
山
車
両
所
で
は
昨
年
か
ら
今

年
に
か
け
て
5
人
が
若
年
退
職
。

貨
物
格
差
に
対
す
る
闘
い
は
、

分
割
・
民
営
と
い
う
国
策
に
対

す
る
闘
い
。
敵
よ
り
も
一
日
長

く
、
粘
り
強
く
闘
う
。

▼
組
織
強
化
・
拡
大
。
現
場
実

習
生
の
歓
迎
会
実
施
な
ど
つ
な

が
り
は
拡
大
。
東
日
本
の
新
規

採
用
者
に
対
し
支
部
と
分
会
が

門
前
で
歓
迎
行
動
。
結
果
は
出

て
い
な
い
が
、
今
後
の
働
き
か

け
で
拡
大
の
芽
を
作
り
た
い
。

▼
強
制
配
転
者
を
戻
す
取
り
組

み
。
「
異
動
か
ら
13
年
」
「
通

勤
時
間
が
往
復
6
時
間
」
等
精

神
的
・
肉
体
的
に
も
限
界
。
2

月
に
配
転
・
出
向
者
交
流
会
を

開
催
、
要
求
実
現
の
た
め
互
い

に
奮
闘
す
る
こ
と
を
意
思
統
一
。

▼
反
原
発
と
放
射
線
対
策
。
3

月
の
反
原
発
福
島
県
民
大
集
会

で
は
実
行
委
員
会
に
参
加
。
地

域
の
労
組
と
連
帯
し
集
会
を
成

功
に
。

第２６７９号 国労せんだい ２０１４年６月５日

団結 抵抗 統一

5
・
25

エ
ル
ダ
ー
・
嘱
託
社
員
交
流
会

5
・
26

東
日
本
電
気
協
議
会
交
流
会

5
・
27

地
方
委
員
長
・
書
記
長
会
議

5
・
29

第
1
回
地
本
選
挙
管
理
委
員
会

地
方
本
部
は
5
月
11
日
、
仙
台
市
青
葉
区
中
央
市
民
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
14
年
春
闘
の
中
間
総
括
会
議
を
開
催
し
た
。

 
会
議
に
は
各
支
部
と
分
会
代
表
が
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機

関
に
お
い
て
の
総
括
を
持
ち
寄
り
、
賃
金
闘
争
を
は
じ
め
労
働

条
件
改
善
や
組
織
問
題
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
活
発
な
意
見
交

換
を
行
い
全
体
で
総
括
し
た
。
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郡
山
市
は
町
内
会
や
企
業
等

と
の
共
同
に
よ
り
除
染
を
進
め

て
い
る
が
、
会
社
は
線
量
測
定

は
必
要
な
し
の
態
度
。
郡
総
の

敷
地
内
で
は
高
線
量
箇
所
も
あ

り
、
ま
た
粉
塵
が
充
満
す
る
作

業
環
境
で
は
内
部
被
曝
対
策
も

必
要
。
早
急
な
放
射
線
対
策
を

求
め
て
い
く
。

▼
職
場
か
ら
国
労
は
働
く
も
の

の
利
益
の
た
め
に
闘
う
組
合
で

あ
る
こ
と
を
示
し
、
組
織
拡
大

に
つ
な
げ
た
い
。

東
北
自
動
車
支
部

北
山
執
行
委
員
長

▼
2
月
、
平
成
26
年
度
夏
季
ダ

イ
ヤ
提
案
。
組
合
は
61
項
目
の

要
求
を
提
出
し
そ
の
後
解
明
交

渉
、
賃
上
げ
要
求
提
出
。

▼
職
場
問
題
。
遠
距
離
配
転
者

の
「
帰
省
援
助
金
制
度
」
は
実

態
に
合
わ
ず
。
JR
バ
ス
を
利
用

し
て
の
帰
省
と
バ
ス
が
な
い
路

線
の
場
合
の
JR
在
来
線
運
賃
の

補
助
の
み
。
ま
た
「
異
動
に
伴

う
二
重
家
賃
負
担
の
軽
減
」
の

制
度
は
、
持
ち
家
者
は
対
象
外
。

制
度
等
に
つ
い
て
古
川
・
仙
台

で
は
現
場
長
と
話
し
合
い
を
持
っ

た
。

▼
支
部
情
報
を
東
日
本
本
部
の

HP
の
仙
台
地
本
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
開
始
。
組
合
員
以
外
に
も
見

て
も
ら
っ
て
い
る
。
福
島
県
分

会
で
は
情
報
綴
り
を
新
設
し
た

が
、
乗
務
員
の
出
入
り
口
か
ら

外
れ
た
箇
所
。
姑
息
な
対
応
。

▼
宮
城
交
通
の
北
陸
道
の
事
故
。

翌
日
、
会
社
は
現
場
に
諸
注
意

等
を
示
す
も
、
従
前
通
り
の
内

容
で
あ
り
問
題
。

▼
3
月
7
日
の
行
動
に
は
７
割

の
組
合
員
が
参
加
し
、
行
動
終

了
後
に
執
行
委
員
会
と
組
織
拡

大
の
取
り
組
み
を
実
施
。

▼
今
年
は
契
約
社
員
か
ら
バ
ス

社
員
へ
の
登
用
が
例
年
よ
り
多

い
。
自
己
都
合
退
職
者
が
増
加

勤
務
変
更
の
常
態
化
、
事
故
で

の
教
育
、
検
討
会
で
責
め
ら
れ

る
、
パ
ワ
ハ
ラ
…
。

▼
バ
ス
東
北
発
足
以
来
、
初
め

て
賃
金
交
渉
を
実
施
。
創
意
工

夫
し
な
が
ら
一
歩
ず
つ
運
動
を

進
め
る
。

貨
物
宮
城
分
会

内
田
執
行
委
員
長

▼
春
闘
。
2
月
の
全
体
集
会
で

運
動
の
方
向
性
を
確
認
。
3
日

間
の
門
前
チ
ラ
シ
配
布
行
動
に

は
旅
客
の
仲
間
も
多
く
参
加
し

力
に
。
現
場
長
交
渉
、
支
社
・

本
社
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
社
長
へ
の
ジ
ャ

ン
ボ
ハ
ガ
キ
、
貨
物
署
名
、
本

部
へ
ス
ト
要
請
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
東
北

総
決
起
集
会
に
は
組
織
の
過
半

数
、
ま
た
3
月
20
日
に
は
宮
城

野
駅
北
門
で
貨
物
組
合
員
13
人

を
含
む
参
加
者
総
数
60
人
の
集

会
。

▼
春
闘
中
間
総
括
。
分
会
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は

①
分
会
行
動
に
つ
い
て
。
「
分

会
で
決
め
た
こ
と
は
や
り
切
れ

た
」
「
他
労
組
を
巻
き
込
ん
だ

宣
伝
行
動
が
必
要
」
「
回
答
日

の
抗
議
行
動
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
み
。

工
夫
が
必
要
」
「
早
朝
チ
ラ
シ

は
旅
客
の
仲
間
が
参
加
し
力
に
」

②
上
部
機
関
へ
の
要
望
。
「
15

年
間
ベ
ア
ゼ
ロ
に
対
し
、
何
ら

か
の
抗
議
活
動
が
必
要
」
「
ス

ト
権
は
何
の
た
め
に
あ
る
の
か
」

「
本
部
・
エ
リ
ア
・
地
本
役
員

に
貨
物
組
合
員
の
生
の
声
を
聞

い
て
も
ら
い
た
い
」
「
ス
ト
で

闘
う
べ
き
」
「
議
員
要
請
行
動

も
大
事
だ
が
、
会
社
に
対
し
て

具
体
的
な
行
動
を
提
起
す
べ
き
」

「
各
種
要
請
に
つ
い
て
は
回
答

を
求
め
る
べ
き
」

③
そ
の
他
。
「
3
月
7
日
の
エ

リ
ア
委
員
長
発
言
。
ス
ト
に
つ

い
て
時
間
的
制
約
を
話
し
た
が

も
っ
と
前
段
で
準
備
を
。
ス
ト

を
除
く
で
は
な
く
、
ス
ト
を
背

景
に
し
た
行
動
を
す
べ
き
」

「
委
員
長
の
戦
術
会
議
で
の
発

言
は
理
解
に
苦
し
む
。
今
こ
そ

ス
ト
で
闘
う
べ
き
で
は
な
い
の

か
」
な
ど
。

分
会
は
5
月
22
日
に
第
2
回
全

体
集
会
で
春
闘
総
括
と
夏
期
手

当
獲
得
に
向
け
意
志
統
一
す
る
。

▼
新
採
対
策
。
支
社
か
ら
は
現

場
配
属
日
ま
で
勧
誘
は
待
っ
て

く
れ
と
連
絡
。
し
か
し
そ
の
前

日
に
他
労
組
が
加
入
さ
せ
た
こ

と
が
明
ら
か
に
。
約
束
は
守
ら

れ
ず
。

若
松
地
区
分
会

歌
川
書
記
長

▼
春
闘
と
職
場
改
善
。
先
輩
や

同
僚
が
退
職
を
迎
え
て
い
る
。

年
金
な
ど
ま
だ
働
き
生
活
を
支

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
「
退
職
が
う
ら
や
ま
し

い
。
俺
も
早
く
辞
め
た
い
」

「
60
で
辞
め
る
」
の
声
が
多
い
。

事
実
、
収
入
の
当
て
な
く
60
歳

や
若
年
で
辞
め
る
人
。
「
介
護

や
家
族
の
世
話
」
は
理
由
の
第

二
、
第
三
で
、
本
当
は
職
場
の

人
間
関
係
、
仕
事
、
通
勤
等
、

私
た
ち
の
足
元
の
問
題
。

執
行
委
員
会
を
中
心
に
班
会

で
も
節
目
節
目
に
討
論
さ
れ
要

求
も
整
理
。
職
場
に
よ
っ
て
は

若
手
も
巻
き
込
み
話
合
い
、
国

労
が
会
社
と
や
り
取
り
し
、
団

交
で
も
取
り
上
げ
改
善
さ
れ
て

い
る
。
一
方
、
要
求
が
集
約
さ

れ
て
も
分
会
に
話
が
な
い
、
職

場
で
会
社
に
話
し
て
い
な
い
な

ど
、
上
部
機
関
に
取
組
み
を
任

せ
、
自
分
で
は
手
を
付
け
な
い

状
況
も
。
班
任
せ
に
し
な
い
班

会
の
開
催
を
目
指
す
。

▼
分
会
で
議
論
し
て
い
る
仲
間

の
事
象
。
本
人
希
望
と
は
別
の

駅
に
異
動
発
令
が
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
A
さ
ん
、
運
転
事
故

で
日
勤
教
育
、
エ
ル
ダ
ー
配
属

が
福
島
の
提
示
が
さ
れ
た
B
さ

ん
、
住
宅
支
援
金
が
会
社
の
通

知
漏
れ
に
よ
り
支
払
わ
れ
な
い

C
さ
ん
の
事
。
取
組
み
を
強
化

し
て
も
ら
い
た
い
。

▼
組
織
強
・
拡
大
。
駅
・
車
掌

班
を
始
め
、
信
通
・
保
線
も
若

手
と
の
交
流
を
増
や
し
て
い
る
。

郡
山
地
区
か
ら
配
転
者
が
戻
り

取
組
に
厚
み
が
。

▼
貨
物
の
賃
金
格
差
。
旅
客
の

分
会
内
に
も
低
賃
金
や
通
勤
旅

費
に
苦
労
し
て
い
る
組
合
員
、

エ
ル
ダ
ー
組
合
員
の
低
賃
金
。

そ
こ
を
闘
え
な
い
と
格
差
是
正

に
繋
が
ら
な
い
。
日
常
的
な
取

組
に
。

宮
城
県
支
部

秋
山
執
行
委
員
長

▼
春
闘
。
ベ
ア
一
万
円
に
こ
だ

わ
る
と
い
う
話
を
エ
リ
ア
、
地

方
委
員
会
で
話
し
て
い
た
が
‥
。

今
回
の
賃
上
げ
を
ベ
ア
を
ベ

ア
と
言
え
る
の
か
。
一
律
で
な

く
職
名
に
よ
っ
て
違
う
金
額
を

国
労
と
し
て
認
め
る
の
か
。
議

論
が
必
要
。

回
答
指
定
日
に
回
答
は
あ
っ

た
が
、
土
日
を
挟
ん
で
月
曜
日

に
妥
結
。
職
場
で
は
回
答
す
ら

分
か
ら
ず
、
抗
議
行
動
す
ら
出

来
な
い
状
態
。
貨
物
は
妥
結
ま

で
期
間
が
あ
っ
て
様
々
な
取
り

組
み
が
出
来
た
。

旅
客
は
若
干
の
賃
上
げ
が
あ
っ

た
が
、
職
場
で
は
運
動
が
進
ま

ず
、
年
度
末
の
業
務
に
追
わ
れ

残
業
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
実
態
。

3
月
7
日
の
集
会
。
来
賓
が

来
て
い
る
中
で
、
国
労
は
日
程

が
取
れ
な
い
か
ら
ス
ト
の
確
立

が
出
来
な
か
っ
た
と
い
う
話
は

ど
う
か
。
し
っ
か
り
日
程
を
と
っ

て
調
整
を
し
意
見
を
聞
き
判
断

を
す
べ
き
。
来
春
闘
に
向
け
て

ス
ト
も
含
め
た
具
体
的
取
り
組

み
を
要
請
す
る
。

▼
組
対
費
。
経
過
で
は
ス
ト
基

金
を
凍
結
し
た
の
は
あ
く
ま
で

緊
急
措
置
。
昨
年
の
全
国
大
会

で
戻
す
と
決
め
た
の
だ
か
ら
そ

の
通
り
実
施
せ
よ
。
引
き
ず
ら

ず
、
早
急
に
整
理
を
。

▼
支
部
は
ス
ト
要
請
、
組
対
費

の
扱
い
等
に
つ
い
て
本
部
要
請

し
た
が
返
答
が
な
い
。
説
明
を

求
め
る
と
い
う
話
も
。

貨
物
福
島
分
会

橋
本
書
記
長

（
文
書
報
告
）

▼
春
闘
。
政
府
自
ら
経
済
界
に

賃
上
げ
要
請
す
る
異
例
な
情
勢
、

貨
物
は
15
年
連
続
ベ
ア
・
ゼ
ロ

を
阻
止
す
べ
く
、
現
場
長
申
し

入
れ
、
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ガ
キ
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
署
名
な
ど
取
組
む
。
2

月
に
は
県
支
部
主
催
で
「
貨
物

激
励
集
会
」
が
持
た
れ
旅
客
の

仲
間
と
交
流
が
。

結
果
は
ベ
ア
・
ゼ
ロ
回
答
。

こ
の
状
況
で
、
郡
車
セ
で
は
貨

物
労
組
5
人
若
年
退
職
。
郡
タ

で
も
2
人
が
去
り
、
間
も
な
く

若
手
1
人
が
退
職
の
予
定
。

青
年
に
夢
と
希
望
を
与
え
ら

れ
ず
、
一
般
社
員
か
ら
管
理
者

ま
で
落
胆
と
絶
望
、
ロ
ー
ン
支

払
い
等
、
将
来
真
っ
暗
。
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
低
下
し
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
保
に
影
響
が
。

事
実
事
故
も
多
発
。

「
ス
ト
で
闘
え
」
「
な
ぜ
こ

ん
な
に
格
差
が
」
と
い
う
意
見

が
あ
る
。
国
労
は
単
一
組
織
。

客
・
貨
一
体
で
奮
闘
し
合
お
う
。

第２６７９号 国労せんだい ２０１４年６月５日

団結 抵抗 統一

1.14春闘。

東日本本部は3月に国労要求の一万

円のベア＋消費税アップ分の3%上乗

せ要求を提出。政治がベアを企業に

要請する情勢の中で、ストで闘えと

いう声も承知している。

指令権は本部にあるが、各社の状況

や体力差もあり一律に指令を出せな

いのも事実。今春闘て準備指令が出

せなかったのは、時間的制約もあっ

たが、会社毎の交渉日程の違いもあ

る。よってストを除く闘いで臨むこ

とを中央戦術委員会や地方代表者会

議で確認。

貨物会社については本部に交渉権が

あり、東日本本部等は貨物協議会と

共に要請の形で各支社へ。夏季手当

については年度末決算を踏まえての

要求。結果は所定昇給額の1/4、夏季

手当は2.8ヶ月＋一万円。要求からか

け離れていたが、国労の指定日に回

答してきたことなど総合的に判断し1

7日に妥結に至った。人事賃金制度で

は更なる格差を生み出したと言える。

「上位職に厚い」制度であり今後の

要求の組立に考慮が必要。

2.組織強化・拡大

昨年大会以降、本日まで28人拡大、

これまでにないペース。JR本体だけ

でなくG（グループ）会社など幅広い

範囲からの拡大は、国労は全体を考

慮している証。更なる拡大に期待。

他労組と会社、また労組内の問題で

新たな状況も生まれており、しっか

り対応することが必要。

3.G会社における労使間協約

JR東日本ステーションサービスとい

う首都圏を中心に発足した駅関係のG

会社と国労の労使間協約の締結に向

け進めている。今後G会社は地方へ波

及していくと考えられ、しっかりと

対応していく。

4.労働条件改善

労働協約改訂の取組みを実施してき

た。これまで他労組と会社の協約＝

就業規則であったが、協約を締結し

たからには組織力を付け、改善の取

組みの強化をしていく。


